
新しい生活様式対応住宅リフォーム補助金 8,600,000円
事務費 105,000円（消耗品費 29,242円　通信運搬費 25,774円　印刷製本費 49,984円）

備　 考

項 1 商工費 目 2 商工業振興費

特定財源の名称・金額 コロナ交付金 8,705,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 6 商工費

  うち繰越分↓
0

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 0

  うち繰越分↓
0

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

8,705,000

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

0
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 0
  うち繰越分↓

8,705,000

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　町内事業者が施工する「新しい生活様式に対応するための工事」及びこれと併せて行う「住宅の機能向
上等の工事」に係る経費の一部について、東みよし町新しい生活様式対応住宅リフォーム補助金交付要
綱に基づき補助した。
①対象者：自己が所有し、自己の居住の用に供する住宅をリフォームする町民
②補助率：上限200,000円の範囲内で工事費用の20％まで

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　49件・総工事費62,614,179円（新しい生活様式対応工事11,887,232円、住宅機能等向上工事50,726,947
円）の申請・実績報告に対し、総額8,600,000円を補助した。本事業の実施により、新型コロナウイルス感染
症の影響及び原油価格や物価高騰により低迷する建築業の活性化を図るとともに、住宅環境における感
染症対策を促すことができた。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

自己が所有し、自己の居住の用に供する住宅をリフォームする町民 対 象 者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　住宅環境の向上と新しい生活様式に対応した住まいづくりの支援を図る。

事業継続年数 事業開始年度 令和4年度

分野別施策 所 属 長 山下 真広

主な施策 電話番号 79-5345

第２次
総合計画体系

政策目標 該当なし 担当部署 産業課

根拠法令等 東みよし町新しい生活様式対応住宅リフォーム補助金交付要綱

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 新しい生活様式対応住宅リフォーム事業【コロナ交付金】 整理番号 1309-013

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


